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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第52期

第１四半期連結
累計期間

第53期
第１四半期連結
累計期間

第52期

会計期間

自平成27年
　４月１日
至平成27年
　６月30日

自平成28年
　４月１日
至平成28年
　６月30日

自平成27年
　４月１日
至平成28年
　３月31日

売上高 （千円） 4,303,372 4,238,582 17,528,250

経常利益 （千円） 277,062 127,193 999,514

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 171,677 80,068 590,550

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 181,004 77,273 564,513

純資産額 （千円） 6,100,316 6,522,824 6,483,825

総資産額 （千円） 9,336,352 9,792,055 9,545,607

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 49.34 23.01 169.72

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 65.3 66.6 67.9

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　２．売上高には消費税等は含まれておりません。

　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済・金融政策等により、企業収益や雇用情勢の

改善が見られるなど、緩やかな回復基調で推移いたしました。

一方で、新興国をはじめとした海外景気の下振れリスクが高まり、円相場の不安定な動き等による企業収益の悪

化懸念が強まるなど、依然として先行き不透明な状況で推移いたしました。

当社グループが拠点を構える北海道の経済におきましては、公共工事が減少しているものの、住宅投資は大幅に

増加し、観光での来道者数も増加、個人消費も緩やかに持ち直しの動きが見られ、雇用情勢も着実に改善しており

ます。

医療業界におきましては、平成28年４月に診療報酬改定が実施され、医療費抑制等の社会的要請に対応するた

め、業界を取り巻く経営環境は依然として厳しく、今後は業界再編や異業種からの参入の動きや、同業他社との価

格競争による利益率の低下が一段と進むものと思われます。

このような状況の下、当社グループは、医療機関の多様化するニーズに応えた営業活動を展開し、新規顧客の獲

得及び調剤薬局の新規出店による営業基盤の拡大に努めると共に、引き続き経費効率を重視した収益基盤の強化に

努めてまいりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高4,238百万円（前年同期比1.5％減）、営業利益110百万

円（同58.8％減）、経常利益127百万円（同54.1％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益80百万円（同53.4％

減）と減収減益になりました。

　セグメントの業績は次のとおりであります。

①　臨床検査事業

　臨床検査事業におきましては、前期に獲得した新規顧客との取引が順調に推移したことから売上高1,424百

万円（同1.4％増）と増収となりましたが、中長期的な経営計画に基づく人材、設備への投資を推し進めたこ

とからセグメント利益84百万円（同19.6％減）と前年同期を下回りました。

②　調剤薬局事業

　調剤薬局事業におきましては、新規に調剤薬局を２店舗開局しましたが、調剤報酬及び薬価改定による大き

な影響に加えて中長期的な経営計画に基づく人材、設備への投資を推し進めたことから売上高2,533百万円

（同4.9％減）、セグメント利益118百万円（同54.0％減）と前年同期を下回りました。

③　医療機器販売・保守事業

　医療機器販売・保守事業におきましては、大型備品の販売が前年同期を上回ったため、売上高259百万円

（同18.1％増）、セグメント利益２百万円（前年同期はセグメント損失１百万円）と売上高、利益ともに前年

同期を上回りました。

④　その他の事業

　臨床検査システムのソフトウェア販売及び保守におきましては、売上高20百万円（前年同期比45.8％増）、

セグメント利益14百万円（同103.9％増）になりました。

 

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、臨床検査事業における札幌医科大学

との共同研究費用であり１百万円であります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 12,000,000

計 12,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成28年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年８月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,216,000 4,216,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

札幌証券取引所

単元株式数

100株

計 4,216,000 4,216,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備
金増減額
（千円）

資本準備
金残高
（千円）

平成28年４月１日～

平成28年６月30日
－ 4,216,000 － 983,350 － 1,015,270

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　736,500 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　3,478,900 34,789 －

単元未満株式 普通株式　　　　600 － －

発行済株式総数 　　　　　 4,216,000 － －

総株主の議決権 － 34,789 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式50株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成28年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計　（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

札幌臨床検査センター株

式会社

札幌市中央区北５条

西18丁目９番地１
736,500 － 736,500 17.47

計 － 736,500 － 736,500 17.47

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成28年４月１日から平

成28年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、清明監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,068,238 3,198,556

受取手形及び売掛金 2,861,980 2,592,890

商品及び製品 446,987 692,435

仕掛品 13,863 14,620

原材料及び貯蔵品 50,730 52,030

繰延税金資産 76,890 76,852

その他 84,500 109,297

貸倒引当金 △42,603 △40,244

流動資産合計 6,560,588 6,696,439

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 1,860,598 2,097,071

減価償却累計額 △1,254,840 △1,268,896

建物及び構築物（純額） 605,758 828,174

機械装置及び運搬具 41,421 40,583

減価償却累計額 △36,968 △36,543

機械装置及び運搬具（純額） 4,453 4,040

工具、器具及び備品 2,482,799 2,528,446

減価償却累計額 △2,087,475 △2,121,240

工具、器具及び備品（純額） 395,324 407,206

土地 1,045,852 1,045,852

リース資産 67,019 61,903

減価償却累計額 △34,012 △27,791

リース資産（純額） 33,006 34,111

建設仮勘定 117,180 －

有形固定資産合計 2,201,574 2,319,384

無形固定資産   

その他 119,294 117,160

無形固定資産合計 119,294 117,160

投資その他の資産   

投資有価証券 114,520 110,712

長期貸付金 8,182 7,021

長期前払費用 31,903 31,412

差入保証金 287,687 282,995

繰延税金資産 116,586 118,338

その他 126,399 129,149

貸倒引当金 △21,131 △20,559

投資その他の資産合計 664,149 659,070

固定資産合計 2,985,018 3,095,615

資産合計 9,545,607 9,792,055
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,186,628 2,550,182

短期借入金 22,022 21,023

リース債務 12,345 12,804

未払法人税等 217,936 59,677

賞与引当金 113,046 58,437

未払金 117,800 103,113

その他 128,977 200,417

流動負債合計 2,798,756 3,005,655

固定負債   

長期借入金 13,316 8,315

リース債務 24,032 24,851

役員退職慰労引当金 53,517 55,461

退職給付に係る負債 14,547 16,602

長期未払金 151,386 152,151

その他 6,224 6,192

固定負債合計 263,025 263,574

負債合計 3,061,781 3,269,230

純資産の部   

株主資本   

資本金 983,350 983,350

資本剰余金 1,015,270 1,015,270

利益剰余金 4,983,810 5,025,604

自己株式 △504,613 △504,613

株主資本合計 6,477,816 6,519,611

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 6,009 3,213

その他の包括利益累計額合計 6,009 3,213

純資産合計 6,483,825 6,522,824

負債純資産合計 9,545,607 9,792,055
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

売上高 4,303,372 4,238,582

売上原価 2,966,520 3,030,563

売上総利益 1,336,851 1,208,018

販売費及び一般管理費 1,067,470 1,097,074

営業利益 269,381 110,944

営業外収益   

受取利息 314 227

受取配当金 4,498 4,203

受取賃貸料 7,303 11,797

その他 6,901 13,426

営業外収益合計 19,018 29,655

営業外費用   

支払利息 329 300

賃貸収入原価 9,684 12,370

その他 1,322 734

営業外費用合計 11,337 13,405

経常利益 277,062 127,193

特別利益   

固定資産売却益 287 －

特別利益合計 287 －

特別損失   

固定資産売却損 － 22

固定資産除却損 1,882 106

減損損失 4,878 －

リース解約損 1,529 －

特別損失合計 8,289 128

税金等調整前四半期純利益 269,059 127,065

法人税等 97,382 46,996

四半期純利益 171,677 80,068

親会社株主に帰属する四半期純利益 171,677 80,068
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

四半期純利益 171,677 80,068

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 9,327 △2,795

その他の包括利益合計 9,327 △2,795

四半期包括利益 181,004 77,273

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 181,004 77,273

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務

対応報告第32号　平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得し

た建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

この変更による当第１四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す。

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を当

第１四半期連結会計期間から適用しております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

１　保証債務

　連結子会社以外の会社等の金融機関からの借入金に対して、次のとおり債務保証を行っております。

従業員の金融機関からの住宅取得資金等の借入金に対する保証

前連結会計年度
（平成28年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（平成28年６月30日）

従業員２名 1,005千円 従業員２名 838千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

減価償却費 69,716千円 68,715千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 41,753 12 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日

定時株主総会
普通株式 38,273 11 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日 至　平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

その他
（注）

合計
 

臨床検査
事業

調剤薬局
事業

医療機器
販売・保
守事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 1,405,365 2,663,967 219,736 4,289,069 14,303 4,303,372

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － 164,884 164,884 342 165,226

計 1,405,365 2,663,967 384,621 4,453,953 14,645 4,468,599

セグメント利益又は損失

　（△）
105,292 257,510 △1,632 361,171 7,320 368,491

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、臨床検査システムのソフトウェ

ア販売及び保守による収入を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 361,171  

「その他」の区分の利益 7,320  

セグメント間取引消去 2,389  

全社費用（注） △101,499  

四半期連結損益計算書の営業利益 269,381  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない総務部門等管理部門に係る費用であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

「調剤薬局事業」セグメントにおいて、応需病院の閉鎖に伴い閉店した土地建物の売却額が確定したことによ

り、減損損失を計上しております。

なお、当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結会計期間において4,878千円であります。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日 至　平成28年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

その他
（注）

合計
 

臨床検査
事業

調剤薬局
事業

医療機器
販売・保
守事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 1,424,826 2,533,457 259,448 4,217,732 20,850 4,238,582

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － 191,866 191,866 342 192,208

計 1,424,826 2,533,457 451,314 4,409,598 21,192 4,430,790

セグメント利益 84,635 118,489 2,253 205,378 14,926 220,305

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、臨床検査システムのソフトウェ

ア販売及び保守による収入を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 205,378  

「その他」の区分の利益 14,926  

セグメント間取引消去 830  

全社費用（注） △110,191  

四半期連結損益計算書の営業利益 110,944  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない総務部門等管理部門に係る費用であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

４．報告セグメントの変更等に関する事項

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　「会計方針の変更」に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間に「平成28年度税制改正に係る減価償却方法

の変更に関する実務上の取扱い」を適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減

価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　この変更による当第１四半期連結累計期間のセグメント損益に与える影響は軽微であります。
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（企業結合等関係）

該当事項はありません。

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 49円34銭 23円01銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千

円）
171,677 80,068

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
171,677 80,068

普通株式の期中平均株式数（千株） 3,479 3,479

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年８月９日

札幌臨床検査センター株式会社

取締役会　御中

 

清明監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 島貫　幸治　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 北倉　隆一　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている札幌臨床検査

センター株式会社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成28年

４月１日から平成28年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）に

係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び

注記について四半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、札幌臨床検査センター株式会社及び連結子会社の平成28年６月30

日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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